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ご 挨 拶 

 
                   ＮＰＯ法人こども医療支援 わらびの会 

                           理事長 真栄田篤彦 

 

謹啓、過日衆議院議員総選挙が行われ、日

本の政治において、歴史的な政権交代が実

現しております。新しい政権が今日までの

医療・福祉・保健等の崩壊した現状をぜひ

とも一番に改善して欲しいと期待しており

ます。私たち「わらびの会」も医療・福祉

事業の一環として活動を継続してきており

ますので、会員が一人ひとり一生懸命、初

心にかえり会務の運営にご協力頂けますよ

うお願い致します。 

 さて、病院ボランティア養成講座も順調

に経緯し、病院ボランティアの登録数も増

加しております。病院の現場でも研修を終

えられたボランティアの皆様方が日々、病

児やご家族の方々のお手伝いを通して「こ

ども医療支援」の事業として病院運営に協

力しております。病院ボランティアの方々

に深く感謝しております。 

ところで、今年の 5 月からこれまで使用

していた病院ボランティアルームの移転を

病院側から要請されましたが、私たち「わ

らびの会」としては移転したくなかったの

は事実です。大久保新病院長からの説明で

「病院の運営上、止むを得ないので、理解

と協力して欲しい」とのことであり、わら

びの会としては本来の趣旨である「こども

医療センター」を継続支援していく立場上、

止むを得ず移転を了解しております。病院

ボランティア活動に関してはこれまで同様

支援を継続していきますので、こども医療

センターの現場のスタッフの皆様方にも病

院ボランティア活動に対してのご理解をお

願いしたいと思っています。 

わらびの会のもう一つの事業である「が

じゅまるの家」に関しては、同施設がオー

プンしてからやっと一年が経過しておりま

す。全てがはじめての経験の中で、手探り

の状況で無事に今日まで来ております。初

代管理担当の森江奈美子さんには感謝して

おります。オープン前の準備段階からご苦

労さまでした。この一年の経験が今後の運

営に果たした功績は大きいものであります。 

 「がじゅまるの家」をご利用される患者

ご家族は日本各県から宿泊しております。

文字通り全国規模で利用されるようになっ

ており、「がじゅまるの家」の存在価値と評

価は高まる一方です。このことは一重に、

私たち「わらびの会」がこれからもしっか

りと定款に謳ってある事業の重責を担って

行く必要性があるということの表れです。 

 今後ともわたしたち「わらびの会」への

ご協力・ご指導をよろしくお願い申し上げ

ます。 



〔特定非営利活動法人こども医療支援わらびの会〕　

平成２1年８月３１日 現在　

代　表　者　名 団　　　　体　　　　名

オヤカワ   タケシ

1 親　川　武　司
ウエズ　  ユキオ

2 上江洲　幸　雄
マエシロ   モリノブ

3 真栄城　守　信
シンザト　 ヨシヒロ

4 新　里　吉　弘
ニシオカ　 シノブ

5 西　岡　しのぶ
ヤストミ　ユウト 

6 安　富　勇　人
シロマ     ヨネコ

7 城　間　米　子
アラガキ   カズエ

8 新　垣　和　江
カタクラ   マサンド

9 片　倉　政　人
シンザト　  ケン

10 新　里　 健
タカラ     ヨシヒロ

11 高　良　吉　広
スギモト   リ エ

12 杉　本　利　枝
ヤ  ギ     マモル

13 八　木　 守
ミヤヒラ　  オサム

14 宮　平　 修
ミヤギ     ミユキ

15 宮　城　美　幸
アゲナ　   ヨウコ

16 安慶名　洋　子
沖縄小児発達センター父母の会

梅っこクラブ（排尿・排泄に問題を抱える子どもと親の会）

骨形成不全友の会

バクバクの会 (人工呼吸器をつけた子の親の会)

視覚障害児をもつ親の会

（社）日本てんかん協会 沖縄県支部「波の会」

沖縄訪問教育 親の会

沖縄ＬＤ児・者 親の会「はばたき」

（財）がんの子供を守る会 沖縄支部「のぞみ財団」

沖縄県重症心身障害（児）者を守る会 

沖縄小児在宅医療基金「てぃんさぐの会」

全国心臓病の子どもを守る会 沖縄県支部

（財）日本ダウン症協会 沖縄県支部

沖縄県聴覚障害児を持つ親の会

NPO法人こども医療支援 わらびの会　構成団体

沖縄県肢体不自由児者父母の会連合会

沖縄自閉症児者親の会 「まいわーるど」



1/2ページ

　　　　　　　　　　　　　　 平成２１年８月３１日 現在　

団　　体　　名 連　　絡　　先 会 員 数

1 全国心臓病の子どもを守る会 〒903-0804 沖縄県那覇市首里石嶺町4-373-1

沖縄県支部 沖縄県総合福祉センター西棟323号

電話＆FAX 098-887-1410　（水・土　午後） 毎週 水・土／療育相談

E-mail：mamorukai@ii-okinawa.ne.jp

http//www.mamorukai.info

2 日本ダウン症協会（JDS） 〒901-0514 沖縄県八重瀬町字安里63番地

沖縄県支部 支部長：上江洲 幸雄

電話＆FAX 098-996-0068

E-mail：yukio-4416@woody.ocn.ne.jp

3 沖縄県聴覚障害児を 〒901-0501 沖縄県八重瀬町長毛82-4

持つ親の会 会長：真栄城 守信

電話：098-998-9980

4 沖縄県肢体不自由児者 〒900-0023 沖縄県那覇市楚辺2-24-24

父母の会連合会 電話＆FAX 098-836-2352

E-mail:okishiren@vesta.ocn.ne.jp

事務局：宮城稲子・吉浜のぞみ

5 沖縄自閉症児者親の会 〒903-0804　沖縄県那覇市首里石嶺町4-373-1

まいわーるど 沖縄県総合福祉センター内小規模団体室

(沖縄県自閉症協会) 電話 098-995-7860(事務局　仲田)

E-mail：autism.okinawa@tea.ocn.ne.jp

http://www1.ocn.ne.jp/~autism/

6 日本てんかん協会 〒904-2236 沖縄県うるま市喜仲3丁目9-18

沖縄県支部 代表：上門　トシ子

｢波の会｣ 電話：098-974-4070

7 沖縄訪問教育 親の会 〒901-2121 沖縄県浦添市内間5-8-22

会長：城間 米子

電話：098-877-7100

8 沖縄LD児・者 親の会 代表：新垣　和江

「はばたき」 電話：090-1946-0635

E-mail：ld_okinawa@yahoo.co.jp

NPO法人 こども医療支援 わらびの会　構成団体紹介

年間の主な活動

７ 月：ほがらかキャンプ

毎 月／定例会・会誌発行・本人活動

随 時／講演会・勉強会

毎 月／定例会

約９８名

約130家族

約70家族

180名

150名

６０名

42家族

12 月：忘年会

7～8月：サマー療育キャンプ

１２月：クリスマス会

７ 月：さわやかレクレーション

10 月：療育キャンプ

11 月：指導者研修会
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　　　　　　　　　　　　　　 平成２１年８月３１日 現在　

団　　体　　名 連　　絡　　先 会 員 数 年間の主な活動

9 (財)がんの子供を守る会 〒904-0105 沖縄県北谷町吉原757-12

「のぞみ財団」 沖縄支部　代表幹事　片倉 政人

電話：098-936-3583

E-mail：katakura@bb.cosmos.ne.jp

http://www.ccaj-found.or.jp/

10 沖縄県重症心身障害児(者)を 〒901-2126 沖縄県浦添市宮城 2-32-8

守る会 さくら荘 102・大田英子様方

会長：新里　健

電話：098-879-9823

11 てぃんさぐの会 〒900-0003 沖縄県那覇市安謝215-1

(沖縄小児在宅医療基金) 安謝小児クリニック内

電話：098-869-0600

会長：高良 吉広 ／事務局長：宮城雅也

http://w1.nirai.ne.jp/tynsag/

12 梅っこクラブ 電話：098-888-6605(わらびの会事務局)

(排尿・排便に問題を抱える 代表：杉本 利枝

子どもと親の会) 電話：098-859-4106

携帯：090-3795-2411

13 骨形成不全友の会 代表：八木　守

電話：098-933-8747

14 バクバクの会　沖縄支部 代表：宮平　修

(人工呼吸器をつけた子の親の会) 電話：098-858-0398

15 視覚障害児を持つ親の会 代表：宮城　美幸

電話：090-9786-9404

16 沖縄小児発達センター 〒904-2173 沖縄県沖縄市比屋根629

父母の会 沖縄小児発達センター

電話：098-932-6077

会長：安慶名 洋子

８ 月：サマーキャンプ

11 月：秋のピクニック

５ 月：ボランティア養成講座開催　

６ 月：特別講演会

約100名

約20家族

利用者数
３０名

約130名

約４８名



第 6 回「One by One アワード」NPO 奨励賞を受賞！ 

 

こども病院設立要請運動、ファミリーハウスの受託運営、病院ボランティア

養成と支援など、これまでの活動が高く評価され、NPO 法人こども医療支援わ

らびの会は、日本アムウェイ主催による第６回「One by One アワード」NPO
奨励賞を受賞しました。 
贈呈式が、平成 21 年 3 月 27 日にアムウェイ本社（東京）で行われ、理事の

真栄城守信氏と事務局の須田智子さんが出席しました。 

 
※ NPO 奨励賞 

こども達の生活向上を目指して問題解決に取り組んでいる、または、こどもの新たな可

能性を引き出すために、新しい試みや分野での活動を創り出し顕著な成果を挙げている

団体を表彰し、さらなる活動を奨励するものです。 

※ 受賞理由 

こども専門病院がなかった沖縄県で２０万人もの署名を集め、行政に陳情・要請し続け

ることで、病院開設を実現。その後も、入院病児の家族滞在施設運営や病院ボランティ

ア養成などに取り組んでいます。住民自らが行動し、医療環境を改善する姿勢が評価さ

れました。（Amway One by One こども基金「第 6 回 One by One アワード」冊子より） 

※ 応募総数 179 件 うち 6 団体受賞 

 

 

 

 



ファミリーハウス「がじゅまるの家」 

一周年記念特集 

 
 

 

「がじゅまるの家」基本理念 

  『病児とその家族が心身ともに癒される滞在施設を目指します』 

     

   行動目標 

    ・ 個々のプライバシーが守られ、安全に過ごせるようにします 

    ・ 利用者の経済的負担を軽くできるように運営します 

    ・ 利用者への心のこもった対応を行います 

    ・ 利用者がコミュニケーションのとれる場所を提供します 

      
             NPO 法人こども医療支援わらびの会 

 

   



ファミリーハウス「がじゅまるの家」開所から一周年を迎えて 

 

         沖縄県福祉保健部  

         国保･健康増進課 山 城 高 俊 

 

 ファミリーハウス「がじゅまるの家」が、去る６月

で開所から一周年を迎え、その間の利用者が

延べ 3,377 人と順調に運営されてきました。こ

れもひとえに「財団法人沖縄県保健医療福祉

事業団」をはじめ「ＮＰＯ法人こども医療支援わ

らびの会」など関係者の皆様の御尽力の賜物

であり、開設に関ってきた県職員の一人として

心から感謝申し上げます。 

 ファミリーハウスは、自宅から遠く離れて、こど

も病院等で治療を受ける子供達の家族が、利

用者同士で支え合い、安心して滞在できる「第

二の我が家」です。離島県である本県では、必

要不可欠な施設として期待されております。同

施設の周辺には、沖縄県医師会、沖縄県小児

保健協会、沖縄県薬剤師協会、沖縄看護協

会（建設予定）の施設があり、連携協力も容易

な立地条件となっています。 

 ファミリーハウスは、全国には 70 団体が運営

する 125 施設があります。本県でも小児専門の

高度医療施設が開設する以前は、本土の子ど

も病院等で治療を余儀なくされ、その際、県外

のファミリーハウスに大変お世話になっており

ました。 

 このようなことから、平成 15 年、「病児や障が

い児を抱えた親の会 15 団体」（現在の「わらび

の会」）から県立南部医療センター・こども医療

センターの基本計画時に「離島・遠隔地からの

患者家族のための宿泊施設を設置していただ

きたい」旨の県知事、県議会等に対する要請

がありました。 

 これを踏まえて、県では、こども病院との一体

となった事業の展開は重要であることから、県

農業試験場跡地の医療福祉ゾーンに 2,000 ㎡

の用地を確保しました。建物については、沖縄

電力グループ百添会が創立 10 周年記念事業

として建築し、平成 20 年 3 月 27 日に沖縄県に

寄贈されました。改めて沖縄電力グループ百

添会の御好意に対し心から感謝を申し上げま

す。 

 同施設の運営は、当初、沖縄県小児保健協

会、マクドナルド、県の直営などのいくつかの

案がありましたが、最終的には、沖縄県保健医

療福祉事業団の新規事業として運営主体とな

ることが決定しました。ハウスマネージャーなど

の実務については「ＮＰＯ法人こども医療支援

わらびの会」に委託して運営することになりまし

た。そして、開設前には、県と同事業団と一緒

に東京周辺のファミリーハウスの運営状況など

について調査を行いました。同事業団では、

県、ＮＰＯ法人、県立南部医療センター・こども

医療センター等の関係者で構成する「ファミリ

ーハウス運営協議会」を設置し、円滑な運営と

課題解決に向けた取り組みを行っているところ

であります。 

 今後、同施設の稼働率の向上と効率的な運

営を図るため、離島等遠隔地の市町村に利用

促進の広報を行うとともに、琉球大学付属病院

等への利用拡大も必要と思われます。さらに、

利用者である病児や家族が病院と頻繁な往復

もあることから、全国的に流行している新型イ



ンフルエンザ対策のマニュアルの整備を行

い、感染防止対策が緊急の課題と考えており

ます。 

 現在、県では、ファミリーハウス「がじゅまるの

家」について、沖縄県保健医療福祉事業団に

対し、県有財産（土地、建物）の無償貸付を行

って運営して頂いております。平成 22 年度以

降については、同施設の所有権を県から同事

業団に移転することになっています。同施設が

地方税法で定める固定資産税の非課税が適

応される社会福祉施設として位置づけされて

いないために、低所得者に対する利用料の免

除等を行う第２種社会福祉事業の届出等も検

討し、効率的な運営を図るため税制面の軽減

措置も検討する必要があります。 

 結びに、ファミリーハウス「がじゅまるの家」が

利用者の皆様にとって、やすらぎの場所となり

ますよう、沖縄県保健医療福祉事業団をはじ

め「ＮＰＯ法人こども医療支援わらびの会」など

関係する皆様の、益々の御協力と県民の皆様

の御支援をお願いします。 

 



ファミリーハウス「がじゅまるの家」をみんなで支えよう 

～ 一年で延べ 3,377 人が利用 ～ 
 

                  （財）沖縄県保健医療福祉事業団 

                    健康づくり課長 山 川 元 

 

今年は世界的に流行した新型インフルエン

ザが猛威をふるい、沖縄県においても初の死

亡者が出るなど大混乱となりました。特に小児

や疾病患者など抵抗力がない方には要注意と

なり、その予防対策が叫ばれている状況にあり

ます。  

 さて、私ども（財）沖縄県保健医療福祉事業

団は、県と協力して県民の保健・医療の向上と

福祉の増進を図るための公益的事業を行って

おりますが、ファミリーハウス事業については、

本県福祉の増進を図るため、事業団の主要事

業の柱として位置づけ、県並びに関係団体等

のご理解を得て本施設を県から引継ぎ管理運

営の実施主体となりました。 

ファミリーハウス「がじゅまるの家」は南部医

療センター・こども医療センターの近くにあり、

周辺地域には県医師会・県小児保健協会・県

薬剤師会などの施設が建設されて、保健・医

療の環境にも大変恵まれており利便性も良く

お子さんとその家族が滞在しながら安心して

病院での治療を受けることができます。 

ファミリーハウス「がじゅまるの家」は離島な

ど自宅から遠く離れて治療を受ける病気 

の子どもたちの家族用滞在施設として低料金

で宿泊でき、ご家族の経済的、精神的負担も

軽減され県民福祉の面から大いに寄与してい

るところであります。直接の運営については「Ｎ

ＰＯ法人こども医療支援わらびの会」に委託し、

平成２０年６月１日オープンから早１年の歳月

が経過いたしました。利用者も県内離島をはじ

め、北海道など県外１６都道府県から延べ３，３

７７人の多くの方がこの「がじゅまるの家」を利

用されております。 

本施設は多くの方々のご理解と県民全体の

支援で成り立っております。利用する方々も 

この施設の趣旨を理解し、マナーを守りファミリ

ーハウスの目的とする第２の我が家として利用

者同士がファミリーとなり喜びや悲しみをともに

し諸々の情報交換をしながら、病気と闘ってい

るお子さんが元気になるようみんなで支えてい

く必要があります。ハウススタッフも真心を込め

て接しており、大切なボランティアの方々も増

えております。 

 「がしゅまるの家」も一年が経過しております

が、今後は資金面や運営方法等諸課題も

多々ありますが、まだ県民に対し充分周知され

ていないため、稼働率目標とする８０％に達し

ていない状況であります。当事業団の情報誌

「健康あいらんど」にも毎回掲載し広報しており

ますが、今後は南部医療センター・こども医療

センターなど関係機関と連携し、広く県民に周

知させるための広報活動に力を入れる必要が

あります。     

今後、さらに施設利用者に親しまれ満足で

きる施設として運営改善に努力し、沖縄の「イ

チャリバチョウデー・ユイマール」の精神で県民

みんなの力でこの施設を支えて将来を担うこど

も達が健康を回復し、家族みんなが健康で幸

せになるよう願いたいものです。 



感謝の気持ちを言葉に代えて 

 

                 沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 

                              副院長 當銘正彦 

 

沖縄県における“こども医療”の自主的

な運動体の草分けとして産声を上げ、地道

で粘り強い活動のもとに、今や確たる体制

を確立して活躍される「わらびの会」から、

会誌「わらびの会だより」へ寄稿の指名を

頂戴し、些か戸惑いの念を禁じ得ないので

すが、その栄に浴し一筆啓上致します。 

 ファミリーハウス「がじゅまるの家」が

昨年６月に開設し、順調に運営されて１周

年を迎えられたことに、先ずは心からのお

祝いを申し上げます。併せて、「わらびの会」

の会員の皆様の沖縄県立南部医療センタ

ー・こども医療センター（以下、南部医療

センター）の担う“こども医療”に対する

献身的なご支援に、南部医療センターの一

員として深甚なる謝意を述べたいと思いま

す。 

「がじゅまるの家」設立までの苦労と曲

折は、事務局長の儀間小夜子氏が「わらび

の会だより－第３号」に『ファミリーハウ

ス「がじゅまるの家」ができるまで』と題

して詳述されていますが、県との交渉やマ

クドナルド財団の登場、小児保健協会への

橋渡し、沖縄電力グループ百添会からの巨

額の寄進、そして最後は沖縄県保健医療福

祉事業団に運営主体が決定し、2007 年８月

に着工へとこぎ着けるまで、その苦労は本

当に一方ならぬものであったものと拝察し

ます。幾多の紆余曲折を見事に成し遂げた

「わらびの会」の皆様の高い志と熱き情熱

には、真に頭の下がる思いです。ただ願わ

くは、「がじゅまるの家」がひとり病児に関

わる家族に限定されず、成人の家族であっ

ても遠隔・離島の家族の方々にも広く活用

されんことを希望するものです。 

私は南部医療センターの建設計画が始ま

る 2000 年丁度に、偶々、公務員医師会から

の命を受けて病院管理局（以下、局）に出

向しておりました。まだ名称の定まらない

南部医療センターを、当時、局では新病院

と称して検討を進めていたのですが、その

初動である新病院の基本構想、基本設計の

段階より、「わらびの会」の前身である「母

子総合医療センター設立推進協議会」から、

陽に陰にと様々な要望や提案がなされてき

ました。新病院計画の実動隊である我々局

側にとって、厳しい県財政の範囲で動かざ

るを得ない条件の中で、これら数多くの要

望や提案は頼もしい支援でもあれば、また

悩ましい反面も多々あったことを、今では

懐かしく記憶しています。 

沖縄に「こども病院」を造るとの目的で、

1996 年に病児や障がい児を抱えた親の会

など 15 団体が結集してできた「母子総合医

療センター設立推進協議会」は、沖縄のこ

ども医療の貧困を切実に感じている親が結

束してつくられた団体だけに、その運動体

としての迫力には、常に圧倒されるものを

感じたものです。未だ我々医療人にも認知

度の低い「こども病院」を沖縄に造るため、



全国の有名な「こども病院」を熱心に視察・

研究されてから繰り出される会員の方々の

提案だけに説得力もあり、強い共感を呼ぶ

ものばかりでした。その最たる成果が“20

万人の署名”として結実して行くのですが、

「こども病院」の実現を目指すパワーは、

財布の紐を堅く締め付ける県の総務部財政

課を説得する最強の原動力となりました。 

当初、県としては 1 床当たり 70 ㎡程度の

新病院（中部病院が 68 ㎡）を構想していた

のですが、これでは現代の高度で複雑な医

療機能はとてもまともに発揮できないとす

る現場の声を“20 万人の署名”が強力な後

押しをするかたちとなり、知事やさすがの

財政課もこれには抗することができず、1

床当たり 85 ㎡という現在の病院のスペー

スを確保することができたのです。子を思

う親の気持ちの偉大さに敵うものはなく、

感心も一入でした。 

さて 2006 年に開設した当時、「県は贅沢

な病院を造ったものだ」と他所から風評さ

れることも多かったのですが、2 年、3 年と

本格的に病院が稼働するにつれ、“1 床当た

り 85 ㎡”は決して広くも贅沢でもなく、

方々で空間利用の工夫を余儀なくされる現

状になっており、その典型的な一例が、ボ

ランティア室の移動事件です。 

南部医療センターでは開設以来、「わらび

の会」を中心としたメンバーによる素晴ら

しいボランティア活動で応援を頂いている

のですが、先般、ボランティア活動の拠点

として利用して頂いていた部屋を、地域連

携室の機能強化という病院の抜き差しなら

ぬ事情から明け渡して頂くという配慮を、

ボランティアの皆様に強いてしまう結果と

なりました。南部医療センターの設計段階

からボランティア室のあり方に関わり、砕

身された皆様の不本意だとするお気持ちに

返す言葉もありませんが、曲げてご理解と

ご協力を頂けましたことに厚く感謝申し上

げます。 

南部医療センターは今年 4 年目を迎え、

漸く地に足のついた医療活動ができるよう

になってきています。とりわけ小児・周産

期部門は、「わらびの会」の皆様の心強い支

援もあって、他府県から羨望を受けるまで

に充実した医療が展開できるようになって

おります。看護師の不足問題や医師の過重

労働という深刻な課題も数多ありますが、

我々職員一同、県民の皆様の負託に応える

べく、日々の研鑽に努めたいと期するもの

です。 

今後ともボランティア活動に加え、「がじ

ゅまるの家」の運営を通して、引き続き南

部医療センターへのご高配を頂きたいと祈

念しております。 

 

沖縄県立 

南部医療センター・ 

こども医療センター 

（2006 年 4 月オープン） 

 



“がじゅまるの家”への思い 

 
          県立南部医療センター・こども医療センター          

（前院長）小児脳神経外科 下地 武義 

 

 私にも新病院構想とこども病院設立構想

が重なって実現へ向けて動き出した当初よ

り、こども病院へのファミリーハウスへの

思いはあった。立場的にその設立構想へは

直接的に立ち入れなかったが、那覇病院時

代から副院長として、間接的には院長や真

栄田理事長とは意見交換などはしていた。

マクドナルドよりの申し出での話が壊れた

ときには落胆していたものだ。真栄田理事

長の粘り強い交渉で沖電との話が纏まった

ときには本当に嬉しかった。2002 年より私

の仕事の三角頭蓋がインターネットで紹介

されて、本土から患児が押しかけるように

来院しだした。県立那覇病院の待合室は旅

行かばんを持った保護者でごった返したも

のだ。4 人部屋全て三角頭蓋の患児で埋ま

っていた時代もあったくらいである。これ

らの本土からの患児の保護者はウィークリ

ーマンションを借りて生活していた。ご両

親は元より、祖父母、兄弟まで連れて来沖

する家族までいらっしゃった。患児が風邪

を引いて手術が延期になることもままあり

その場合は、皆さん 2 週ほどの延期はその

まま沖縄に残り待機していた。2006 年にセ

ンターへ移ってからも多数県外から患児の

受診が続いている。このような状態の中フ

ァミリーハウスへの思いは、日毎に募るば

かりであった。2008 年 6 月に“がじゅまる

の家”が開設されると、早速本土からの申し

込みがあり、6 月中利用して施設のすばら

しさ、料金の安さにびっくりしたとのこと

でした。加えて、施設の管理する方々のや

さしさも感動的でしたとの感想でした。そ

の後も利用者は後を絶たず、今日まで継続

している。遠くは北海道からもやってきた。

利用者の感想を聞くと、第一声は関連する

皆さん「とても親切で施設も利用しやすか

ったです。」とのことです。北海道からの患

児のご両親は、出発地が吹雪で時間が遅れ

て、沖縄到着は午後の 11 時頃になってしま

い、がじゅまるの家への到着は深夜 12 時前

だったのに、管理をする方が、大通りまで

出て迎えてくれて恐縮したとのことでした。

感謝の気持ちで一杯になったとのことです。

施設内の設備もすばらしく、滞在中は気持

ちよく過ごされたとのことでした。三角頭

蓋は、センターが中心となる全国 4 施設で

の共同研究という段階にやっと突入しまし

た。しかし、まだまだ本土の施設での手術

となると時間がかかりそうです。今後何年

かは三角頭蓋の手術を受けにセンターへ本

土からも外国からも来ることでしょう。そ

の時、がじゅまるの家の価値が更に高めら

れることでしょう。 



ファミリーハウス「がじゅまるの家」に感謝とその可能性 

 

沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 

新生児科部長 宮城雅也 

 

 沖縄県立こども医療センターは、設立し

て３年間のときが過ぎました。病棟はいつ

でも満床状態で、充分に患者の受入れがで

きない状態ですが、離島からの患者は極力

受入れるように配慮しております。何故な

ら当院の正面玄関から歩いて 5 分もかから

ない位置に、ファミリーハウス「がじゅま

るの家」（以下ハウスと略す）があるからで

す。離島からの家族は、突然の病気の発症

など、強いショックを受けて来院します。

そんな状況の中、宿泊のことを考えること

は大変なことで、入院ベッドがないからと

いって簡単に断るわけにもいけません。宮

古・八重山の県立病院では小児医療のレベ

ルがかなり高く、本島内の総合病院の小児

科とほとんど変わりません。つまり総合病

院では難しい小児専門医療を必要とする患

者が、宮古・八重山から送られてきますの

でどうしても受入れしなくてはなりません。

しかし鹿児島県の南西諸島からの場合は、

診療所レベルで送られてきますので、当院

以外でも入院受入れはできるのですが、住

まいの問題が発生します。入院ベッドに余

裕がないので、入院させたいのですができ

ないときがあります。医療現場は、入院ベ

ッドがないことで苦しんでおります。 

 ハウスを利用された方は、異口同音に満

足と感謝の意を示されます。小児の高度専

門医療が成人医療と違うのは、その成長を

支援し保障してあげることを常に要求され

ることです。ハウスは患児家族を支えるこ

とで、結果的には成育支援を行っています。

治療に参加しているといっても過言ではあ

りません。ですから病院との連携は大切に

なってきます。しかしハウスの運営会議に

は病院側からの参加がありません。運営会

議に参加することで病院側もハウスの実態

がわかるのです。今病院は経営改革が求め

られておりますが、本来経営改革は意識改

革なのです。それは地域とともに歩む意識

を持つことにほかならないのです。ハウス

を理解してもらうためにも、ハウスと病院

の連携を強化していくことが大切です。 

 当こども医療センターは、全国的には小

児在宅医療が最も進んだ病院です。今後は

在宅の家族の利用を受入れることが必要だ

と思います。たとえば台風が近づいている

ときに、避難場所として利用させてもらえ

ば、病院が目の前なので家族の安心感は大

きく違います。また、ハウスを寄贈してく

れました沖縄電力にお願いして、停電しな

いシステムの設備をお願いすることができ

ればいいと思います。 

 このようにハウスと病院とが連携するこ

とで、他県にはない利用方法の可能性が高

くなり、ますますハウスの存在価値がでて

きます。 

 

 また、急に離島から搬送になった不安の

強い家族にピアサポートができるようにな



ったら、当院としても大変助かります。家

族の不安を少しでも軽くしてあげられたら

助かります。アンケートの調査からもわか

るように、一番不安の強い時期は、診断を

告げられ治療を開始した直後だといわれて

おります。その時ピアサポートで患者家族

の支援ができたらどんなに素晴らしいこと

なのか、医療関係者を始め県民にもっとも

っと知ってもらうことが大切です。 

「がじゅまるの家」を理解してもらうた

め、こども医療に関わっている医療関係者

の見学は積極的に受入れてもらうと助かり

ます。患児家族がどのような部屋に泊まっ

ているのか理解してもらい、患児家族の環

境を共有し共感してもらえたらと思います。

また逆にハウスマネージャさんたちが、滞

在している患児家族が病院ではどのような

環境にいるのか理解してもらえるように、

病院見学してもらえたら有益と思います。 

 となりには小児保健センター、薬剤師会

館、医師会館など、将来は看護協会会館も

設立していくことで医療保健ゾーンとして、

その利用が期待されております。その中で

も特に小児保健センターは、難病の親たち

の支援についても考えてもらわなくてはい

けません。できたら合同で新川こども祭り

でも開催して、ハウスの資金を集めるのが

できたらと思います。またハウスが多くの

ボランティアの活動で成り立っていること

を理解してもらう機会だと思います。 

 ハウス開設から１年を過ぎ、多くの家族

が利用し、本当に助けてもらいました。こ

れからも十分な連携を保ちつつ一緒になっ

て頑張っていきたいと思います。そしてハ

ウスの方々には、ファミリーハウスがじゅ

まるの家附属こども医療センターのつもり

でお付き合いしていけたらと思います。 

 

    



安心と希望の第一歩「がじゅまるの家」 

 

県立南部医療センター・こども医療センター 

NICU・GCU 師長 宮城清美 

 

 ファミリーハウス「がじゅまるの家」が開

所してから、約１年が過ぎました。毎日の

ように沖永良部や宮古､八重山の離島から

の新生児の搬送ご家族の宿泊先に心を痛め

ていた頃でしたので、なんともかわいらし

い明るい外観のファミリーハウスができた

時、安堵したことを思い出します。 

島嶼県である沖縄県には、鹿児島県の離島

を含む南西諸島の周産期症例が、総合周産

期医療センターに搬送されている現状があ

ります。NICU で入院が長期になった場合

など､本来、正常新生児には感じないであろ

う入院中のわが子に対する心配や自責の念

を持ちながら、身体を休める暇もなく母親

は病院への毎日の通院を余儀なくされてい

ます。それ以上に、遠隔地からの入院の場

合、支えてくれる家族がそばにいない不安

など、母親への精神的支援の不十分さを感

じていました。しかし、ファミリーハウス

ができることで病院への通院が近いことや、

同じく児どもが入院中の母親との会話など

で、少しでも不安や疲労感がなくなるので

はと期待が高まりました。 

 開所の前に５月の試泊にも参加しました。

目的は、宿泊して不備な点はないか確認す

ることでしたが、宿泊するご家族への具体

的なアドバイスにも生かせるので大変有益

な体験でした。 

 その頃、家族と共に観光で来県した妊婦さ

んが超低出生体重児のお子様を出産しまし

た。週数も浅く、体重も 600g 台と小さいた

め NICU での長期入院が予測されました。

児の状態に加え、沖縄には身寄りもなく地

理も不慣れなため、不安や心労は相当大変

なものだったと思います。しかし、お母さ

んは６月１日の開所初日から「がじゅまる

の家」に長期滞在され、定期的にお父さん

も宿泊なさいました。「こどものいる病院の

建物が見え、すぐ行くことができるので安

心してハウスで休むことができます。第 2

の故郷です。」とおっしゃっていたことが印

象に残っています。 

 あれから一年の間、当院の NICU・GCU

に入院しているお子様の多数のご家族の

方々が、利用させていただきました。新し

い周産期、小児医療の安心､希望の第一歩は

始まったばかりです。ファミリーハウス「が

じゅまるの家」設立に至るまでの各分野の

方々の努力と協力に感謝しつつ、その思い

がしっかりと根ざしてしけるよう、私たち

の役割を遂行しなければと感じています。 

 



   病 気 の 子 と 家 族 の 応 援 団 「 わ ら び の 会 」  
 

県立南部医療センター・こども医療センター 

PICU 師長   石川初見 

 

皆さん、 PICU をご存知ですか。 PICU

とは、「小児集中治療室」のことです。読

んで字の如く重症で集中治療を受けるこど

もたちが入院する病棟です。   

入院するこどもたちは、本島北部から南

部、また宮古、八重山からも搬送されてき

ます。主な病気は、心臓病、心臓の手術後、

痙攣の重責発作、呼吸器の症状悪化などで

す。行われる治療処置は、人工呼吸器での

呼吸管理、多くのシリンジポンプ ( 輸液を

持続的に注入する機械 ) を使用した薬物療

法など、その他さまざまな機器が使用され

ます。 

私たち看護師は、そのような治療を受け

ながら元気になろうとするこども達に対し、

生命力が UP するよう診療の補助と日常生

活のケアを行っています。  

入院期間は平均 7 日間で、 1 日から長い

子で３ヵ月に及ぶ子もいます。その間自宅

の近い家族は、家から病院へ通い１日に何

回か面会をすることができます。しかし、

北部地区や離島など遠方から入院となり、

病院の近くに親戚や知り合いがいない場合、

入院になったこどもに対する心配だけでな

く、宿泊の場などさらなる不安がのしかか

ってきます。そんな時に「がじゅまるの

家」の存在は、不安を軽くしてくれるだけ

でなく、心身の疲れを癒してくれる場とな

ります。 2008 年 6 月から利用が開始され

た「がじゅまるの家」は、何人の方の心を

癒し、身体を癒してきたでしょうか。   

病気の子を支えるには家族の力が不可欠

です。家族の元気が病気の子にとって力に

なります。去った 4 月に離島から搬送され

てきた児がいました。近くに知り合いがい

なかったため、ご両親は「がじゅまるの

家」を利用することになりホッとしたよう

でした。  

「がじゅまるの家」がみんなの力になる

ようサポートして下さっている“わらびの

会”のみなさん頑張ってください。私たち

PICU の職員一同も、入院するこどもたち

が１日も早く回復するよう全力で看護して

いきたいと思います。 

“フレーフレー○○ちゃん”  “フレーフレーお母さん”  “フレーフレーお父さん” 



子どもたちの明るい未来のために 

 
県立南部医療センター・こども医療センター 

            4 階小児科病棟 師長 伊波 邦子 

 

 私は今年の４月から４階小児科病棟の

師長として働いています。 

４階小児科病棟は、殆どの児が長期入院

を余儀なくされ、両親やこどもにとって

は病棟が生活の場となっています。病気

と闘いながら、こどもらしい遊びや学び

を入院生活の中で行うには、医療者の力

だけでは足りません。そこで、当院では、

医療保育士を採用して、こどものあそび

や母親不在時の保育を行っています。し

かし、２７名の子供たちに対し１名の保

育士では手が足りない時が多くあります。

そんなとき、ボランティアが必要になっ

てきます。 

４階小児科病棟では、火曜日の午前中

と水曜日の午後にボランティアがきてく

れます。プレイルームで子供たちのあそ

びを一緒に行ってもらったり、絵本の読

み聞かせ、遊んでいる子供の見守りなど

をお願いしています。遊んでいる時の子

供たちは、病気のことを忘れて、目をき

らきら輝かせていきいきとした表情を見

せてくれます。そんな光景をみていると、

私たち医療者にはできない「こどもらし

い生活の場」を、ボランティアが提供し

てくれていると感じました。看護師には

なかなか打ち解けないこどもでも、ボラ

ンティアの方々にはすぐになついていま

す。おそらく、ボランティアの優しい気

持ちが表情や態度に現れているので、子

供たちにはそれが伝わってくるのだと思

います。日ごろ、怖い想いや、痛い想い

をしながら、頑張っている子供たちにと

って、優しいボランティアの関わりはと

ても安心感に繋がっていることでしょう。

現在は週２回しかボランティアが活動し

ていませんが、できれば毎日（週５日）

きてもらえると、こどもたちのきらきら

した笑顔がもっと見られるのではないか

と思っています。また、こどもたちだけ

でなく、お母さんたちに休養の時間をつ

くってあげることも大切なことだと考え

ています。日ごろのお母さんたちの疲れ

を癒し、愚知を聞いたり、悩みをきいた

り、さりげなく話し相手になっているボ

ランティアの活動にはとても感謝してい

ます。 

また、家が遠い子供たちのために「が

じゅまるの家」があります。主治医から

退院の許可があっても、家が遠く「何か

あったらすぐにはこれない」と心配で家

に帰れないお母さんが、１ヶ月ほどお世

話になりました。「がじゅまるの家の方々

にとても親切にしてもらって自信がつき

ました。」とお母さんは話していました。

入院中だけでなく、退院後の活用もでき

ることを知り、あらためて「がじゅまる

の家」の必要性とありがたさを痛感して

います。病気をもつこどもとお母さんが、

安心して治療に専念できるために、ボラ



ンティア精神で支えてくれている「がじ

ゅまるの家」のスタッフのみなさんに感

謝いたします。 

これからの小児医療は医師・看護師だ

けではできません。保育士・ソーシャル

ワーカー・ボランティアの方々が、みん

なで情報を共有し、心を一つにして入院

中のこどもとお母さんたちの気持ちに少

しでも寄り添える応援ができる病棟をつ

くっていきたいと思っています。かわい

い子供たちの明るい未来のため、ともに

手をとりあって、頑張っていきましょう。 

 この場をかりて、日ごろのボランティ

ア活動に感謝いたします。 

ありがとうございます。そしてこれから

もぜひよろしくお願いします。 

 

 

 



「がじゅまるの家」への想い 

 
                        プロダクトデザイナー 小薗 雄治 

 

ファミリーハウス「がじゅまるの家」が今年の６

月に開所一周年を迎えられ、その区切りとして、

お世話になった方々へお贈りする御礼カードの

作製に携わらせていただきました。いつ訪れて

も綺麗に整備されている「がじゅまるの家」は、

ハウススタッフの方々の温かい笑顔に包まれて

います。病児のご家族が安心して宿泊すること

ができるこの素晴らしい施設と、ハウススタッフの

方々の心の温もりというハードとソフトの二つの

面が御礼カードに表れるように、心を込めてデ

ザインさせていただきました。 

私が NPO 法人こども医療支援わらびの会を

支援したいと思ったきっかけは、私自身も３歳の

ころから長い間、喘息を患っていたことが背景に

あります。喘息の激しい発作が起こると、昼夜を

問わず、病院に担ぎ込まれていたことを記憶し

ています。夜中に私の発作で目を覚まし、私を

病院に連れて行く両親は疲労困憊であったに違

いありません。 

県立こども医療センターにおきましても、病児

の付き添いにより心身ともに疲れきった親御さん

が数多くいらっしゃると思います。特に遠隔地か

らこども医療センターへ来られているご家族にと

って、「がじゅまるの家」は肉体的にも精神的に

も安らげるとても大切な場所です。２４時間、３６

５日、一時も休まずに、この施設と病児のご家族

を見守ってこられたハウススタッフの方々の努力

に対しまして、本当に頭が下がる思いで一杯で

す。 

ところで、私が沖縄に参りましたのは２年程前

で、その目的は仕事のためではなく、知人の治

療の付き添いのためでした。６年程前から本土

におきまして、治療を試みていましたが、改善の

様子が見られず、先の見えない状態が続いて

いました。そんな中、本人の意向により、沖縄で

の治療に踏み切りました。その効果は少しずつ

表れ始め、沖縄での治療を開始してから１年半

を過ぎたころには、本人も私も驚くほどの回復が

見られ、お陰様で完治に至りました。 

私は、多くの心の温かい沖縄の方々に支えら

れて、沖縄での生活、そして治療の付き添いを

続けることができました。次は、私が皆さんに恩

返しをする番だと考えています。微力ながら、今

まで私が学んできたことを生かし、私自身にでき

ることは何かを常に考え、今後も活動して参りた

いと思います。 

 



ファミリーハウス「がじゅまるの家」スタッフとして 

 

 ファミリーハウス「がじゅまるの家」 

マネージャー 宮里 公江 

 

平成 21 年 3 月 31 日、わらびの会の理

事の方々をはじめとする多くの皆さんが、

心温まる歓送迎会を開いてくださりまし

た。この和やかな会の中で、これまでハ

ウス運営に携わっていらした方々の熱い

思いや願いなどを拝聴し、「思い」を繋い

でいく者として、この日を忘れずに原点

としていこうと誓いました。現在、ナイ

トマネージャーが５人、ハウスマネージ

ャーが６人体制でシフトを組んでいます。

そのうち昼間働くハウスマネージャーの

谷口さん、瑞慶山さんそして私が新人ス

タッフです。 

気持ちだけは十分に 4 月から早速現場

へ出ることになりましたが、毎日がわか

らないことばかりでそのつど仕事の手が

止まってしまいます。そんな私たちを案

じて田頭さん、儀間さんが毎日のように

いらして下さりました。また先輩の皆さ

んが忙しいのにもかかわらず、丁寧に笑

顔で助けてくだることが、今も私の大き

な原動力になっています。 

ハウスでの業務は日々新しい出来事が

あり、一日として同じ日はありません。

施設の運営とはいっても、実際は対「人」

であるということを実感します。心掛け

ていることは自身が常に心穏やかにいる

ということ。利用者の方々が毎日快適に

過ごしていただけるよう、そのお手伝い

になればとの思いで皆さんと対面してい

ます。「何かわからないことはありません

か、困ったことはありませんか。」特に新

規の利用者さんにはご挨拶もかねてお伺

いします。何気ない会話の中で話して下

さることが、自らの対応のヒント、手助

けになっていることが多々あるからです。

相対する方は自身の鏡であるということ

を忘れずに日々気づきを求めていきたい

と思います。 

私事ですが、次男が幼稚園生の頃交通

事故に遭い脳挫傷で生死を彷徨いました。

一番上は小学校 5 年生、一番下はまだ 0

歳。6人の子どものうち 1 人が入院するこ

とになり、生活は一変しました。私の母

が 1 年前に他界したばかりでようやく落

ち着きを取り戻した矢先のことでした。

その当時を振り返ってもどのように子育

てをしていたのか、今でも思い出すこと

が出来ません。幸い大きな後遺症もなく

現在は高校一年生となり勉強に部活にと

精を出しています。振り返りただ言える

ことは、あの悲しみと不安と混乱の日々

の中、私たち家族を励まし支えてくださ

った方々への感謝の気持ちはいつまでも

消えることがないということです。そし

ていつの日か今度は自分が誰かの手助け

が出来たら、と日々過ごしてきた中で出

会ったのが「わらびの会」と「病院ボラ

ンティア」と「がじゅまるの家」でした。

不思議なことにそれぞれの活動場所で、

がむしゃらに子育てをしていた自分自身

を見ることがあります。その当時は精一



杯で気づかなかったこと、見えなかった

ことが鮮明に懐かしく思い起こされるの

です。特に何が出来るというわけではな

く、何かしらお手伝いが出来るのなら、

との思いからスタートしたことなのです

が内省する貴重な機会を頂いているのだ

と感謝の思いでいます。そしてまた笑顔

で見送ってくれる家族にも感謝の心を忘

れずに、これからもスタッフ間の和を大

切にして快適で温かく和やかな施設運営

を心掛けてまいりたいと思います。 

 

 

 

   

 

「がじゅまるの家」プレイルームで遊ぶ病児とそのきょうだいたち。 



ファミリーハウス「がじゅまるの家」利用者の声 

～ 利用者ノートより（2008.6 月～2009.9 月） ～ 

 

 

★ 不安一杯の宿泊でしたが、たくさんの人たち、メーカーさんの善意があふれている  

   「がじゅまるの家」で慣れない病院と看病の疲れがとれて助かりました。「いらっしゃい」 

   「お帰りなさい」「お疲れさま」改めてあいさつの大事さを知りました。ありがとうござい 

   ました。 

                                             神奈川県 S さん 

  

★ 今回、久米島から妻が出産するので２泊しましたが、とても素晴らしい施設に、優しいスタ

ッフに感動しました。この安さで維持していくのは大変だと思いますが離島地域のために

これからも大変だと思いますが、頑張って下さい。お願いします。ありがとうございました。 

                                          沖縄県久米島 Y さん 

 

★ ３回目の利用です。本当に助かっています。患児本人を含め３人の子どもたちの利用と

いうことでとても騒がしく迷惑かけっぱなしで申し訳なく思います。前回２週間の入院中ず

っと利用させて頂きました。スタッフの皆さんがとても温かく子どもたちが退屈しないように

と色々と助けて下さったこと、今でも涙が止まりません。実際に病院でずっと気を張ってい

てハウスに帰ってスタッフさんの顔を見たとき泣いてしまった事もあります。色々な意味で

すごくサポートして頂いてとても感謝しつくせない想いです。これからもずっと々病院へは

通います。また是非利用させて下さい。たくさんの優しさを本当にありがとうございます。 

                                          鹿児島県離島 M さん 

 

★ 北海道から参りました。息子の手術入院のため、家内と３人でお世話になりました。職員

の皆様の温かい思いやりとご支援に胸一杯の１週間でした。お陰様で息子も無事手術を

終え経過も順調です。沖縄は私たち家族にとって特別な大切な場所になりました。なぜ

ならばここで息子は皆様のお心遣いと優しさの中で健康を取り戻し、私たち３人に再出発

の機会を与えて頂いたからです。家内と息子は退院時にもう一度お世話になりますが、ど

うぞ宜しくお願い致します。がじゅまるの家の皆様、私たちはいつも北の大地よりエールを

送ります。日本全国にこんな素敵な施設が増えていくといいですね。北の大地で自給自

足的生活を目指す親父より！！                      北海道  M さん 

 



★ 今回は出産のため急遽宿泊させて頂きました。スタッフの方がすごく優しくて接しやすく、

離島から来て右も左も分からない私のために色々と教えてくれました。ありがとうございま

す。今回宿泊した１週間の間ではまだ赤ちゃんに会うことができなかったけど、今度宿泊

する際にはまたよろしくお願いします。 

                          沖縄県宮古島市 T さん 

 

★ 今回は、術前の検査と検診でした。途中でこどもが発熱しても、ハウスで休んで薬を取り

に行けたりと、バタバタと焦らず通院することができました。それにスタッフの皆様のアドバ

イスは、いつも大変ありがたいです。地理も状況もわからないなかでの通院生活ですが、

いつも、こちらに来ると安心します。もっと離島で通院される方に知っていただけたらいい

ですね。 私も微力ですが、アピールさせていただきます。また、８月末に OPE でお世話

になります。ありがとうございました。                  鹿児島県離島  M さん 

                   

★ 初出産で、子どもの病気が判明…。不安でいっぱいなうえに、初沖縄。知らない土地で 

   のお産はさらに不安でいっぱいです。しかも、立会いにも間に合わないだろうとのこと 

   なので、全部、ひとりで乗り越えなきゃいけない感じ！。全～部はじめてのことづくしで 

   どうしていいのかわからないけど、「がじゅまるの家」のみなさん、とても親切で安心です。 

   しょっちゅう話す機会があるわけじゃないけど、みなさんがいてくれると思うと、知らない 

   土地・環境でも頑張れます。長い間、お世話になると思います。よろしくお願いします。 

                                        鹿児島県離島  O さん 



本島 離島 計

6 30 173 57.7% 27 88 115 156 271

7 31 175 56.5% 17 130 147 120 267

8 31 194 62.6% 59 148 207 173 380

9 30 77 25.7% 8 69 77 58 135

10 31 209 67.4% 59 180 239 79 318

11 30 169 56.3% 72 183 255 33 288

12 31 174 56.1% 28 154 182 121 303

1 31 150 48.4% 32 134 166 74 240

2 28 191 68.2% 0 163 163 109 272

3 31 211 68.1% 0 180 180 244 424

4 30 120 40.0% 50 59 109 75 184

5 31 153 49.4% 58 26 84 211 295

計 365 1,996 54.7% 410 1,514 1,924 1,453 3,377

居住地別利用者数(人)

（財）沖縄県保健医療福祉事業団より

ファミリーハウス「がじゅまるの家」利用状況
平成20年6月1日から平成21年5月31日まで

利 用 者 数 ( 人 )
沖 縄 県

県外 合計
月
営業
日数

利用室
数

稼動率

12%
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居室稼動率

月

沖 縄 県 1,924 鹿児島県 814 埼 玉 県 133 大 阪 府 106

東 京 都 72 徳 島 県 71 兵 庫 県 44 栃 木 県 33

愛 知 県 30 福 岡 県 58 神奈川県 21 岩 手 県 37

千 葉 県 11 北 海 道 10 愛 媛 県 9 香 川 県 3

宮 崎 県 1 計 3,377



 
 
 
 
 

《 わらびの会事業 》 

 



◆わらびの会理事会と第５回総会開催◆ 

 

 平成２１年５月３１日（土）午後３時１５分より、沖縄県総合

福祉センター３階会議室にて理事会、引き続いて第５回総会を開

催しました。 

 総会の議長には真栄田篤彦理事長が選出され、定款第２８条に

基づく総会成立のための定足数に、出席者・委任状数が達してい

ることを報告して、以下の議事項目について審議の結果、満場一

致で承認されました。 

 

１）第一号議案 平成 20 年度事業報告 

２）第二号議案 平成 20 年度収支決算報告 

３）監査報告 

４）第三号議案 平成 21 年度事業計画 

５）第四号議案 平成 21 年度収支予算 

６）その他事項  

・平成 20 年度 病院ボランティア活動報告 

・平成 20 年度 ﾌｧﾐﾘｰﾊｳｽ「がじゅまるの家」事業報告 

    閉会後は、懇親会を行い会員同士の親睦を深めました。 

 

◆わらびの会臨時総会を開催◆ 

  

平成２１年７月４日（土）午後７時より、ファミリーハウス「が

じゅまるの家」事務室にて臨時総会を開催し、以下議事項目につ

いて審議しました。 

 

議案 監事の選任について 

前監事の死去に伴い後任監事の選任を行い、具志一男氏が異議な

く承認されました。 



平成２０年度事業報告 
（平成２０年４月１日から２１年３月３１日まで） 

 

Ⅰ 病院ボランティアに関する事業 

１）こども医療センターにおけるボランティア活動 

① 病院ボランティア養成講座修了者が県立南部医療センター・こども医療センターの小児外来・小児病棟

において月〜金曜日、9 時〜16 時までの継続的なボランティア活動を行った。 

② 週末ボランティア（土・日）による絵本の修理、カバーかけを行った。 

③ こども医療センター開催によるボランティア運営委員会に出席し、ボ

ランティア運営について検討した。 

④ 拡大読書器、絵本、紙芝居等（伊藤忠記念財団助成による）をこども

医療センターに設置した。 

⑤ 第２回盲導犬と遊ぼうイベントへ参加協力 

 

 

 

 

 

 

 

２）病児家族の支援活動をする病院ボランティア養成講座の実施  

   於：県立南部医療センター・こども医療センター 

 《第 5 期こども病院ボランティア養成講座》 

①講座１ （8/2 開講）受講生１３人 

   「病院オリエンテーションと施設見学」、「私たちが望むボランティア-1-」      

   講師：嘉手苅 常（こども医療センターボランティアコーディネーター）        

② 講座２ （8/2 開講） 

   「ボランティア活動内容、心得、理念」講師：上運天 逸子（小児ボランティア世話人） 

   「ボランティア実践をとおして感じたこと」講師：上江洲 政枝・ 

                                貝阿弥 ひとみ（病院ボランティア） 

 

 

 

 

（小児外来プレイルーム） 

（絵本カバーかけ） 

 

（拡大読書器の設置） （盲導犬と遊ぼうイベント） 

（病院施設見学風景） 

（上江洲 政枝氏 講演） （受講風景）    （貝阿弥 ひとみ氏 講演）    

（上運天 逸子氏講演）    



  ③講座３回 （8/2 開講） 

   「ボランティアに必要なマナー」講師：下地 則子（フリーアナウンサー） 

   「親の立場から感じたこと」講師：川上 由美子（梅っこクラブ） 

  ④講座４ （8/9 開講） 

   「病院ボランティアとは」、「看護の立場、きょうだいの支援から」     

    講師：藤村 真弓（茨城キリスト教大学看護学部教授 

  ⑤講座５ （8/9 開講） 

  「私たちが望むボランティア-2-」講師：百名 伸之（県立南部医療センター・こども医療センター小児科医） 

  ⑥講座６ （8/9 開講）  まとめ ― こんなボランティアになりたい ― 

 

 

 

 

 

 

 

 《第６期こども病院ボランティア養成講座》 

①講座１ （11/22 開講）受講生２５人 

   「病院ボランティアとは」、「看護の立場、きょうだいの支援から」 

    講師：藤村 真弓（茨城キリスト教大学看護学部教授）       

② 講座２ （11/22 開講） 

  「私たちが望むボランティア-2-」講師：百名 伸之（県立南部医療センター・ 

    こども医療センター 小児科医） 

   「親の立場から」講師：新垣 道代（沖縄自閉症児者親の会） 

③ 講座３ （11/29 開講） 

   「ボランティアのマナー」講師：喜久里 美也子（NPO 法人脳文庫代表） 

④ 講座４ （11/29 開講） 

   「ボランティア活動内容、心得、理念」講師：上運天 逸子（小児ボランティア世話人） 

   「ボランティア実践をとおして感じたこと」：石川 博一・貝阿弥 ひとみ（病院ボランティア） 

⑤ 講座 5 （11/29 開講） 

  まとめ ― こんなボランティアになりたい ― 

⑥ 講座 6 （12/8 開講） 

   「病院オリエンテーション」、「看護の立場からー私たちが望むボランティア」 

    講師：嘉手苅 常（こども医療センターボランティアコーディネーター）  

（下地 則子氏 講演）    

（川上 由美子氏 講演）    （百名 伸之氏 講演）    （受講者によるグループ討議）    

（新垣 道代氏 講演）     

（喜久里 美也子氏 講演）     

  （石川 博一氏 講演）     



３）ボランティアステップアップ研修会 

① ボランティアコーディネータースキルアップ講座を受講し、ボランティア活動促進に努めた。 

 

Ⅱ遠隔地病児家族等の宿泊施設運営事業 

１）ファミリーハウスの運営等について 

① ファミリーハウス「がじゅまるの家」開所式（5/30） 

② ファミリーハウス「がじゅまるの家」の運営を２４時間体制で、６月１日より開始した。 

 平成２１年３月末時点までの利用者延べ人数は２，８９８名。 

③ ハウススタッフミーティング（毎月開催）、ハウス運営協議会（県・事業団・ 

  沖縄電力・こども医療センター・わらびの会）を開催しハウス運営の課題等検討を行った。 

２）ファミリーハウス研修・勉強会 

①ＪＨＨＨ（ホスピタル・ホスピタリティ・ハウス）ネットワーク会議（11/9）（於：神奈川県立 

 こども病院）に参加し、沖縄のハウスができるまでを発表。また他都道府県のファミリーハウス 

 関係者と意見交換等を行った。 

②県外のファミリーハウス運営者の来沖を機に、運営について勉強会を行った。 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 広報事業                   

① 運営委員会を定期的に開催（１３回開催）し、会員に積極的に広報活動を呼びかけた。 

② 機関誌「わらびの会だより３号」および「がじゅまるの家だより創刊号」を発行し、会員、一般市民、医療

従事者等へ配布した。 

③ マスコミに取材を依頼し、当会活動内容の広報を行った。 

④ホームページやインターネット上に会活動を掲載し、当会活動の広報を行った。 

 

Ⅳ その他、目的を達成するために必要な事業 

１）こども医療支援あり方勉強会開催 

 こども医療センターは開院３年目を迎え、多くの課題が明らかになってきた。そこで現状を 

 理解し知ることにより、こども医療を発展させていくために何が必要かを考え勉強して、こども 

 医療を正しい方向へ導き創造することを目的に開催した。 

 

     （ハウス開所式）   

（ハウス開所前大掃除）          （ハウススタッフ会議）            （沖縄電力社員による植栽ボランティア） 



① 第 1 回こども医療支援あり方勉強会 （12/4 開催） 

  「本県の小児循環器の現状と今後」   

  講師：長田 信洋（県立南部医療センター・こども医療センター小児心臓血管外科部長）  

  「成育医療について」 講師：宮城 雅也 （同センター 新生児科部長） 

② 第 2 回こども医療支援あり方勉強会 （1/29 開催） 

  「小児救急の現状と課題」 

   講師：我那覇 仁（同センター 母子センター長・小児循環器科医療部長） 

  「小児がんの現状と課題」 講師：百名 伸之（同センター 小児血液腫瘍科部長） 

③ 第 3 回こども医療支援あり方勉強会 （3/18 開催） 

  「小児看護の現状」 

   講師：當間 幸子・安里 葉子・嘉手苅 常（同センター 小児病棟看護師長、副看護部長） 

  「チーム医療における小児看護の役割」 講師：當間 隆也（同センター 小児遺伝相談科部長） 

  「本県における小児骨髄移植の動向報告」（※新聞報道に対する報告） 

   講師：百名 伸之（同センター 小児血液腫瘍科部長） 

※各回とも講演後に参加者（県、患児をもつ親の会、議員、マスコミ関係者、医療スタッフ）による 

  フリーディスカッションを行い、活発な意見交換が行われました。 

 

 

  

 

     （勉強会風景）       （参加者によるフリーディスカッション）  



単位　円

収支 勘定科目 Ｈ20実績 H20予算額 予算との差異

経常収入

１会費 294,000 318,000 ▲ 24,000

　　正会員収入　個人 42,000 36,000 6,000

　　正会員収入　団体 32,000 32,000 0

　　賛助会員収入　個人 130,000 150,000 ▲ 20,000

　　賛助会員収入　団体 90,000 100,000 ▲ 10,000

２事業収入 6,479,000 6,604,000 ▲ 125,000

　　病院ボランティア養成講座受講料 125,000 250,000 ▲ 125,000

ファミリーハウス管理運営受託収入 6,354,000 6,354,000 0

３寄付金収入 1,392,475 1,595,500 ▲ 203,025

４助成金収入 300,000 300,000 0

５寝具リース収入 247,500 182,500 65,000

６雑収入 705,696 5,000 700,696

７その他資産収入（前期修正） 98,803 98,803

収入合計（A） 9,517,474 9,005,000 512,474

経常支出

１事業費 6,631,784 7,354,000 ▲ 722,216

　　病院ボランティアに関する事業 291,541 700,000 ▲ 408,459

遠隔地病児家族等の宿泊施設運営事業 6,112,015 6,354,000 ▲ 241,985

広報事業 223,398 300,000 ▲ 76,602

　　そのほか（勉強会） 4,830 0 4,830

２管理費 1,650,745 1,651,000 ▲ 255

　　人件費 870,450 1,030,000 ▲ 159,550

　　法定福利 4,144 4,144

　　会議費 78,063 50,000 28,063

　　事務費 156,630 100,000 56,630

　　通信費 179,110 150,000 29,110

　　交通費 47,040 10,000 37,040

　　光熱水道費 30,087 30,000 87

　　事務所賃借料 56,029 56,000 29

　　減価消却費 183,675 165,000 18,675

　　雑費 45,517 10,000 35,517

　　予備費 0 50,000 ▲ 50,000

支出合計（B） 8,282,529 9,005,000 ▲ 722,471

当期収支差額（A）−（B）　 1,234,945

地方税・法人税 0

前期繰越正味財産 3,356,724

当期正味財産合計 4,591,669

平成２０年４月１日から 平成２1年３月３１日まで

収
入
の
部

支
出
の
部

平成20年度「特定非営利活動に係わる事業」会計収支計算書



　　〔特定非営利活動法人こども医療支援わらびの会〕

１　事業実施の方針

　1）２１年度は、昨年来開催のこども医療支援のあり方勉強会のまとめを行い、こども医療ｾﾝﾀｰ

　　　の諸課題の解決策をわらびの会として提案・要請を行う。ボランティア活動を病院と連携して

　　　行い、ボランティアの増員に努め充実した活動に繋げる。

　2）第７期、８期病院ボランティア養成講座を８月と１１月に開講し、病院ボランティアの養成を

　　

　3）昨年６月１日開所した「ファミリーハウスがじゅまるの家」の充実した運営を目指し、利用者

　　　が心身共に安らげる滞在施設となるように努める。また「ファミリーハウスがじゅまるの家」

　　　の広報に努め（ＨＰ作成）、広く支援を呼びかける。ハウスボランティアの募集を行う。

　4）わらびの会の広報活動及び賛助会員拡大を積極的に行う。
　

　（１）特定非営利活動に係わる事業

定款の 従事者の 受益対象者の 支出額

事業名 人数 範囲及び人数 （千円）

・こども医療センターにおける

ボランティア活動

（外来、病棟）

・病児家族の支援活動をする ８月（5回） 学生・一般

病院ボランティア養成講座 11月（5回） 市民３０人

の開講

・ボランティアフォローアップ ３回
研修会

・ピアサポート勉強会 １回 わらびの会会員

・ファミリーハウス「がじゅまる 通年
の家」受託運営 24時間

体制
広報事業 ・機関誌発行、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼ、ｲﾝ 一般市民

ﾀｰﾈｯﾄ等及びマスコミを活用

して積極的に広報を行う

その他、目的 ・こども医療支援のあり方 10月
達成事業 勉強会まとめ

　（２）その他の事業

定款の 従事者の 受益対象者の 支出額

事業名 人数 範囲及び人数 （千円）
実施日時

通院、入院して
いる病児とその
家族

病児とその家
族、ハウススタッ
フ他

一般県民、医療
者、議員他

病院ボランティ
アに関する事
業

遠隔地病児家
族等の宿泊施
設運営事業

自動販売機に
よる飲料水販売
事業

通年

通年

調整中

事業内容

こども医療
センター

ファミリーハウス
がじゅまるの家

３５人

１０人

１４人

１５人

50

150

実施場所

　３人

　２人

１５人

全県及び全国

こども医療
センター

こども医療
センター

こども医療
センター

平成21年４月１日から 平成22年３月３１日まで

平成２１年度 事業計画書

事業内容 実施日時 実施場所

２　事業の実施に関する事項

　　　行う。また、ボランティアのフォローアップのための研修会への積極的な参加を呼びかける。

10

6,354

300

50

50

病院ボランティア



収支 勘定科目 21年度予算 前年度実績 対前年度増減額

経常収入

１会費 432,000 294,000 138,000

正会員収入　個人 50,000 42,000 8,000

正会員収入　団体 32,000 32,000 0

賛助会員収入　個人 250,000 130,000 120,000

賛助会員収入　団体 100,000 90,000 10,000

２事業収入 6,604,000 6,479,000 125,000

病院ボランティア養成講座受講料 250,000 125,000 125,000

ファミリーハウス管理運営受託収入 6,354,000 6,354,000 0

３寄付金収入 1,600,000 1,392,475 207,525

４助成金収入 0 300,000 ▲ 300,000

５寝具リース収入 300,000 247,500 52,500

６雑収入 24,000 705,696 ▲ 681,696

７その他資産収入（前期修正） 98,803
収入合計（A） 8,960,000 9,517,474 ▲ 557,474

経常支出 0

１事業費 6,964,000 6,631,784 332,216

病院ボランティアに関する事業 300,000 291,541 8,459

遠隔地病児家族等の宿泊施設運営事業 6,354,000 6,112,015 241,985

広報事業 300,000 223,398 76,602

そのほか（勉強会） 10,000 4,830 5,170

２管理費 1,996,000 1,650,745 345,255

人件費 1,000,000 870,450 129,550

法定福利 5,000 4,144 856

会議費 50,000 78,063 ▲ 28,063

事務費 450,000 156,630 293,370

通信費 200,000 179,110 20,890

交通費 10,000 47,040 ▲ 37,040

光熱水道費 35,000 30,087 4,913

事務所賃借料 56,000 56,029 ▲ 29

減価消却費 130,000 183,675 ▲ 53,675

雑費 10,000 45,517 ▲ 35,517

予備費 50,000 0 50,000

支出合計（B） 8,960,000 8,282,529 677,471

当期収支差額（A）−（B） 0 1,234,945 ▲ 1,234,945

地方税・法人税 70,000 0 70,000

前期繰越収支差額 4,591,669 3,356,724 1,234,945

次期繰越収支差額 4,521,669 4,591,669 ▲ 70,000

平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まで

収
入
の
部

支
出
の
部

平成21年度「特定非営利活動に係わる事業」会計収支予算

単位：円



　特定非営利活動法人 こども医療支援 わらびの会　

 ショウ ヒロコ

 尚　弘子

役　名 氏　　名 団 　体　 名

 マエダ アツヒコ

 真栄田 篤彦

 ミヤギ マサヤ

 宮城 雅也

 オヤカワ タケシ

 親川 武司

 ギマ サヨコ

 儀間 小夜子

 ウエズ ユキオ

 上江洲 幸雄

 マエシロ モリノブ

 真栄城 守信

 ニシオカ シノブ

 西岡 しのぶ

 ウエジョウ トシコ

 上門 トシ子

 シロマ ヨネコ

 城間 米子

 オカザキ アヤコ

 岡崎 綾子

 カタクラ マサンド

 片倉 政人

 タガミ タエコ

 田頭 妙子

 タマキ ヨシコ

 玉城 よし子

 トウヤマ ユキミツ

 當山 幸光

 シンザト ヨシヒロ

 新里 吉弘

 スギモト リエ

 杉本 利枝

 シモジ ヒロカズ

 下地 寛一

 グシ カズオ

 具志 一男 ※

※前監事の後任として具志一男氏が監事に就任（H21.7.4)

税理士

ぐしこどもクリニック

全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部

全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部

沖縄県肢体不自由児者父母の会連合会

梅っこクラブ（排尿・排泄に問題を抱える子どもと親の会）

沖縄自閉症児者親の会「まいわーるど」

（社）日本てんかん協会沖縄県支部

沖縄訪問教育親の会

沖縄ＬＤ児・者親の会「はばたき」

（財）がんのこどもを守る会沖縄支部「のぞみ」

全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部

西町クリニック

小児在宅医療基金「てぃんさぐの会」

全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部

全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部

（財）日本ダウン症協会沖縄県支部

沖縄県聴覚障害児を持つ親の会

理事

理事

理事

理事

監事

監事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事長

副理事長

副理事長

理事

理事

理事

13

14

15

16

17

18

7

8

9

10

11

12

1

2

3

4

5

6

　役　　員　　名　
　　　　（任期：平成２０年７月１日〜平成２２年６月３０日）

顧 問※  琉球大学名誉教授、元沖縄県副知事


